
� 朝鮮通信使と庶民
～負担と特需～

１　朝鮮通信使の来朝

　朝鮮通信使とは、将軍就任の祝賀など
の目的で 朝

ちょう

鮮
せん

から使節が派遣されたも
ので、江戸時代を通じて12回来朝してい
る。このうち、現在の静岡県を通信使一
行が往復したのは10回である。一行は
300人から500人ほどであったが、幕府の
権威を内外に見せるために通信使一行の
接待には莫大な金をかけた。また、幕府
から接待を命じられた大名たちも、他の
藩より劣ることのないように贅

ぜい

を極めた
（そのため、 正

しょう

徳
とく

の治
ち

で新
あら

井
い

白
はく

石
せき

が接
待を簡素化しようとしたが、あまりうま
くいかなかった）。それらの費用は大名
（藩）の負担となるとともに、通信使一
行が通る周辺の村々の負担ともなった。
最後の朝鮮通信使は1811 （文

ぶん

化
か

８）年で
あるが、通信使を招

しょう

聘
へい

しなくなったのは、
諸藩の財政難があったからだと考えられ
ている。

２　物資の調達

　〈史料１〉は朝鮮通信使通行に際
し、豊

とよ

田
だ

郡小
お

川
がわ

村（浜松市天竜区）で
負担した物品に関する史料で、前回の
通信使来日時の1719 （享

きょう

保
ほう

４） 年にど
のような物品を調達したかを書き出し
て、1748 （寛

かん

延
えん

元）年の朝鮮通信使来
朝に備えて、1746 （延

えん

享
きょう

３）年に報
告したものである。小川村では、炭や
薪
たきぎ

の他、「塩鹿（塩漬けの鹿肉）」や
「角
すみのくら

倉（小舟のこと）」などを負担している。この史料から、朝鮮通信使一行には鹿肉など贅
ぜい

沢
たく

な食材が振舞われたこと、天竜川には一行の通過に備えて、普段はなかった「舟橋」が特別に架
か
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〈写真１〉「天和弐年戌八月朝鮮人来朝ニ付　富士川船橋絵図（天和２年
８月）」
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けられたことがわかる。舟橋の舟は普段は渡船など河川運送にかかわっている小舟を調達したも
ので、通信使一行が帰国のために通過すれば、解体されて本来の運送業務に戻った。
　さて、民衆は通信使一行を、どのように見ていたのであろうか。朝鮮通信使一行は、鎖国で外
国人を見る機会のほとんどない当時の日本人にとって、一大イベントであった。普段見たことの
ない衣装など、異国文化に対する物珍しさから東海道には多くの見物人が集まり、それに関連し
て、通信使一行に対し非礼な態度で見物しないよう命令も出ている。民衆は重い負担に耐えなが
らも、通信使一行の通過を楽しみにしていたと考えら
れる。

３　通信使がもたらす特需

　また、通信使一行は経済的にも大きな影響があった。
〈史料２〉は、1719 （享保４）年の通信使一行接待に
際し、伊豆国の村々より鶴・雉

きじ

・卵などを調達するた
めに代官（幕府の役人）から出された触

ふれ

書
がき

であるが、
それらの食材を調達するのに「請

うけ

負
おい

人
にん

」が商人のなか
から「入

いれ

札
ふだ

」で決められ、村々から「請負人」に「相
そう

応
おう

の直
ね

段
だん

（適正な値段）」で食材を売るように、といっ
た内容が書かれている。ここで重要なのは、通信使の
接待のために様々な物品が必要になるため、商人をは
じめ一部の民衆は収入が増えたであろうということで
ある。つまり、通信使来朝が一時的な需要となり、沿
道の民衆に小景気をもたらしたと考えられる。通信使
一行接待のため新たに臨時施設などが建てられたり、
道の修理が行われたりしたから、かなり広い範囲にそ
の恩恵があったことが想像される。通信使は民衆に負
担だけではなく、恩恵ももたらしたというわけである。このように、朝鮮通信使は幕府の外交だ
けではなく、庶民の生活にも大きな影響を与えていたのであった。　　　　　　　
〈参考文献〉
『静岡県史』通史編３近世一　第２編第５章第１節　他
渡辺和敏「朝鮮通信使の通行」（『静岡県史研究』第９号）
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〈写真１〉は、朝鮮人通行のため、富士川に架けられた舟橋の絵である。目に付くのは、舟に掲げられた「日の

丸」である。関連史料である「朝鮮人来朝帰国共ニ　駿州富士川舟橋掛渡品々覚書」（国文学研究資料館蔵　歴

文kks60-10-16）という舟橋建造の記録に、28艘の舟を使うことや、前回の来朝時には付けなかった橋の高欄を

付けること、長さ２尺５寸（1尺は約30㎝）、幅１尺の木綿に「日の丸」をつけ、舟印にして、舟の舳先（へさき）

に長９尺の竹に付けて舟ごとに立てて並べることなど、舟橋の仕様が書かれている。
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